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平成２０年３月期（２００７年度）第３四半期業績状況のお知らせ 

 

 

 

当社は、本日（1月 30 日）開催の第 175 回取締役会において、平成 20 年３月期（2007 年度）第３四

半期（平成 19 年４月１日～平成 19 年 12 月 31 日）業績状況を確定いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

 

詳細は別紙の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 （マスコミ関係）広報部   TEL03(5414)8090 

   （ＩＲ関係）  ＩＲ経理部 TEL03(5414)8191 



２ 

平成 20 年３月期（2007 年度）第３四半期業績状況に関するご説明 

 

① 平成 20 年３月期（2007 年度）第３四半期業績の加入状況 

当四半期の加入推進は、前連結会計年度下半期に実施し、解約件数を増加させた一因となった視聴料の

割引キャンペーンを中心とした「価格」の訴求施策を控え、「番組」を訴求することを中心とした加入推進

策への転換を推進、「上質にこだわる」をキーワードに映画、海外ドラマやオリジナルの番組の充実に注力

するなど「番組」を強化し、その良さを徹底して訴求することで加入獲得及び解約抑制を図ってまいりま

した。 

その結果、当四半期の新規加入件数は、401,858 件（前年同期比 1.0%増、内 BS デジタル 312,642 件）、

解約件数は 387,781 件（同 19.2%増、内 BS デジタル 210,076 件）となり、新規加入から解約を差し引きま

した正味加入件数は 14,077 件の増加（前年同期に比べ 58,326 件の減少）となりました。BS アナログ契約

から BS デジタル契約への移行は 113,153 件（前年同期比 5.5%減）となり、当四半期末の累計正味加入件

数は 2,447,662 件（同 0.3%減、内 BS デジタル 1,380,588 件）となりました。デジタル加入が前年同期に

比べ 282,330 件増加し、全加入件数に占める割合が 44.7%から 56.4%となりました。 

 

② 平成 20 年３月期（2007 年度）第３四半期の収支状況 

当四半期連結会計期間における収支の状況は、前年同期に比べてデジタル加入者が増加したこと等により

有料放送収入は増加しましたが、前年同期に開局 15 周年記念事業関連の収入があったため付帯事業収入が減

少したこと等により、営業収益は 486 億 84 百万円と前年同期に比べ９億 99 百万円（2.0％）の減収となりま

した。営業利益は有料放送収入の増加による利益増に加え、経費の効率的な投下による営業費用の減少によ

り、52 億 92 百万円と前年同期に比べ 24 億 58 百万円（86.8％）の増益となりました。営業外損益におきま

して為替差益３億 49 百万円（前年同期比 38.4％減）を計上したこと等により、経常利益は 58 億 74 百万円

と前年同期に比べ 23 億 52 百万円（66.8％）の増益になりました。また、特別損益におきまして投資有価証

券評価損等の特別損失６億 50 百万円（前年同期比 48.9％減）を計上し、四半期純利益は 47 億 13 百万円と

前年同期に比べ 30 億 35 百万円（180.8％）の増益となりました。 

 

③ 平成 20 年３月期（2007 年度）通期業績予想 

引き続きデジタルでの加入推進に軸足を置き、ハイビジョンや5.1chサラウンド・ステレオ放送などデジタル放送

の特長がより楽しめる番組やオリジナルの番組を充実してまいります。「上質にこだわった」番組作り、編成展開に

注力し、「番組」の良さを徹底して訴求することで加入獲得及び解約抑制を図ってまいります。 

なお、平成20年４月から適用される「棚卸資産の評価に関する会計基準（企業会計基準委員会 平成 18 年７月

５日企業会計基準第９号）」を当連結会計年度より早期適用いたします。対象となる棚卸資産は、番組勘定、貯蔵品

（デコーダ）で、早期適用による特別損失11億円を平成20年３月に計上する見込みです。 

以上により、平成20年３月期末の累計正味加入件数は、242万件（前期比0.6％減）を見込んでおります。平成20

年３月期（2007年度）の連結の業績見通しは、営業収益651億円（同1.8％減）、営業利益41億円（同31.9％増）、

経常利益47億円（同14.9％増）、当期純利益23億円（同13.8％増）を見込んでおります。 

 

株式会社ＷＯＷＯＷ 代表取締役社長 和崎 信哉
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平成 20 年３月期（2007 年度）第３四半期業績概況表 

 

2008 年 1 月 30 日 

株式会社ＷＯＷＯＷ 

 

 

１．加入状況 
    

（単位：件）

平成 20 年３月期(2007 年度)第３四半期 平成 20 年３月期（2007 年度）予想  

項        目  実   績 前年同期実績
対前年同期
増減率 

予  想 前期実績 
対前期 
増減率 

新規加入件数 401,858 397,818 1.0%   － 558,869   － 

解約件数 387,781 325,415 19.2%   － 507,627   － 

正味加入件数 14,077 72,403 △80.6%   － 51,242   － 

累計正味加入件数 2,447,662 2,454,746 △0.3% 2,420,000 2,433,585 △0.6%

（内、アナログ） 1,067,074 1,356,488 △21.3% 996,000 1,268,716 △21.5%

（内、デジタル） 1,380,588 1,098,258 25.7% 1,424,000 1,164,869 22.2%

 

２．連結決算      （単位：百万円）

平成 20 年 3 月期(2007 年度)第３四半期 平成 20 年 3 月期(2007 年度)予想 
項        目 

実 績 収入比 
前年同期
実績 

前年同期
増減率 予 想 収入比 前期実績

対前期 
増減率 

営 業 収 益 48,684 100.0% 49,684 △2.0% 65,100 100.0% 66,296 △1.8%

営 業 利 益 5,292 10.9% 2,833 86.8% 4,100 6.3% 3,109 31.9%

経 常 利 益 5,874 12.1% 3,522 66.8% 4,700 7.2% 4,088 14.9%

四半期(当期)純利益 4,713 9.7% 1,678 180.8% 2,300 3.5% 2,020 13.8%

         

３．単体決算      （単位：百万円）

平成 20 年 3 月期(2007 年度)第３四半期 平成 20 年 3 月期(2007 年度)予想 
項        目 

実 績 収入比 
前年同期
実績 

前年同期
増減率 予 想 収入比 前期実績

対前期 
増減率 

営 業 収 益 45,778 100.0% 46,002 △0.5% 61,200 100.0% 61,531 △0.5%

営 業 利 益 4,346 9.5% 1,787 143.2% 3,000 4.9% 1,894 58.4%

経 常 利 益 4,769 10.4% 2,411 97.8% 3,400 5.6% 2,759 23.2%

四半期(当期)純利益 4,117 9.0% 1,127 265.0% 1,600 2.6% 1,214 31.7%

※百万円未満を切り捨てております。 


